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今
年
末
に
気
候
変
動
枠
組
条

約
の
締
約
国
会
議
が
パ
リ
で
開

催
さ
れ

世
界
は
京
都
議
定
書

に
代
わ
る
新
枠
組
み
合
意
を
目

指
す
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新
興
国
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急
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発
展
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自
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ど
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よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

そ
れ

が
人
為
的
原
因
に
拠
る
の
か


と
い

た
こ
と
に
つ
い
て
の
科

学
的
解
明
は
深
ま
る
が

そ
れ

で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
残
さ

れ
る

気
候
シ
ス
テ
ム
は
大
変

に
複
雑
な
仕
組
み
を
持
ち

予
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日
常
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か
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対
策
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第
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国
際
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独
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権
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と
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